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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ａ）組成物に対して１リットル当たり２５グラム（ｇ／Ｌ）～２２５ｇ／Ｌのアリールオ
キシフェノキシプロピオン酸除草剤と；
ｂ）組成物に対して６００ｇ／Ｌ～９５０ｇ／Ｌの非石油由来組み込みアジュバントと；
ｃ）組成物に対して１０ｇ／Ｌ～１５０ｇ／Ｌの非イオン性界面活性剤と
を含み、前記非石油由来組み込みアジュバントは植物、藻類もしくは動物由来油または植
物、藻類もしくは動物由来油のＣ１～Ｃ１０エステルの少なくとも１種であり、前記除草
剤と前記非石油由来組み込みアジュバントの重量比が１：３～１：３３である、除草剤乳
剤組成物。
【請求項２】
　前記アリールオキシフェノキシプロピオン酸除草剤がシハロホップブチル、フェノキサ
プロップエチル、フルアジホップＰブチル、ハロキシホップメチル、ハロキシホップＲメ
チル、メタミホップ、プロパキザホップ、キザロホップＰエチルまたはキザロホップＰテ
フリルである、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記アリールオキシフェノキシプロピオン酸除草剤がシハロホップブチルである、請求
項１に記載の組成物。
【請求項４】
　組成物に対して２５ｇ／Ｌ～１５０ｇ／Ｌの前記アリールオキシフェノキシプロピオン
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酸を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　１種または複数の追加の不活性成分をさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　植物、藻類または動物由来油の前記Ｃ１～Ｃ１０エステルがダイズ油脂肪酸メチルであ
る、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　６００ｇ／Ｌ～８５０ｇ／Ｌの前記非石油由来組み込みアジュバントを含む、請求項１
に記載の組成物。
【請求項８】
　前記界面活性剤がアルキルフェノール－アルキレンオキシド付加物、ソルビトールエス
テル、脂肪酸のポリエチレングリコールエステル、エチレンオキシドおよびプロピレンオ
キシドのブロック共重合体、またはこれらの混合物である、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　５０ｇ／Ｌ～１５０ｇ／Ｌの前記界面活性剤を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記除草剤と前記非石油由来組み込みアジュバントの重量比が１：４～１：３３である
、請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　（Ａ）前記アリールオキシフェノキシプロピオン酸除草剤がシハロホップブチル、フェ
ノキサプロップエチル、フルアジホップＰブチル、ハロキシホップメチル、ハロキシホッ
プＲメチル、メタミホップ、プロパキザホップ、キザロホップＰエチルまたはキザロホッ
プＰテフリルであり；
（Ｂ）前記非石油由来組み込みアジュバントが植物、藻類もしくは動物由来油または植物
、藻類もしくは動物由来油のＣ１～Ｃ１０エステルの少なくとも１種であり；
（Ｃ）前記界面活性剤がアルキルフェノール－アルキレンオキシド付加物、ソルビトール
エステル、脂肪酸のポリエチレングリコールエステル、エチレンオキシドおよびプロピレ
ンオキシドのブロック共重合体、またはこれらの混合物である、
請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記アリールオキシフェノキシプロピオン酸除草剤がシハロホップブチルであり；前記
非石油由来組み込みアジュバントがダイズ油脂肪酸メチルであり；前記界面活性剤がポリ
グリコール２６－２である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　１種または複数の追加の殺有害生物剤有効成分をさらに含む、請求項１に記載の組成物
。
【請求項１４】
　除草剤解毒剤をさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１５】
　望ましくない植生またはその隣接領域に請求項１に記載の乳剤またはその希釈物を接触
させるステップを含む、望ましくない植生を防除する方法。
【請求項１６】
（Ａ）葉に請求項１に記載の組成物またはその希釈物を噴霧するステップ、または
（Ｂ）請求項１に記載の組成物を水中環境に潅注または添加するステップ
を含む、水中環境の望ましくない植生を防除する方法。
【請求項１７】
　前記水中環境が湛水田または畑である、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　（Ａ）または（Ｂ）が前記望ましくない植生の発生前に行われる、請求項１６に記載の
方法。
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【請求項１９】
　（Ａ）または（Ｂ）が前記望ましくない植生の発生後に行われる、請求項１６に記載の
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる、２０１１年６月２２日出願
の米国仮特許出願第６１／４９９８７９号の利益を主張する。
【０００２】
　本発明は、イネ科草本活性除草剤および非石油由来組み込みアジュバントを含有する除
草剤乳剤に関する。このような乳剤は、湛水水稲施用において雑草に対する改善した除草
効果を示す。
【背景技術】
【０００３】
　農薬製剤は、一般的に、顧客ニーズおよび有効成分の生理化学的特性、例えば、水また
は非水性溶媒への有効成分の溶解度に基づいて設計される。製剤の２つの主要なカテゴリ
ー、固形製剤および液体製剤が存在する。
【０００４】
　農業有効成分を含有する乳剤（ＥＣ）は、農業において雑草および有害生物を防除する
ために日常的に使用されている液体製剤の１つのクラスを表す。固体または液体の形の有
効成分は、乳剤として製剤化することができ、殺虫剤、除草剤、殺真菌剤および殺線虫剤
を含むことができる。ＥＣ製剤は、溶解した有効成分に加えて、水非混和性溶媒と、１種
または複数の界面活性剤と、アジュバントと、他の不活性成分とを含むことができる。Ｅ
Ｃは、有害生物または雑草を防除するために噴霧施用するために使用する時点で水などの
担体溶媒で希釈され得る、あるいは例えば湛水水稲などの対象とする領域に直接施用され
得る。
【０００５】
　アジュバントはＥＣ製剤の重要な成分であり、有効成分の生物学的活性を増加させるこ
とができるが、それ自体は有意に生物学的に活性でない物質と定義される。アジュバント
は、例えば、除草剤の標的雑草植物中への送達および取り込みを改善することなどにより
有効成分の効果を促進し、改善した生物学的防除をもたらす。
【０００６】
　固体または液体の形のアジュバントを、ＥＣなどの製剤化した農業製品に直接添加して
、施用時の製品の性能を改善することができる。一般的に使用されているアジュバントに
は、例えば、界面活性剤、展着剤、石油および植物由来の油ならびに溶媒ならびに湿潤剤
が含まれ得る。一般的に使用されているアジュバントの例としては、それだけに限らない
が、パラフィン油、園芸用スプレーオイル（horticultural spray oil）（例えば、サマ
ーオイル）、メチル化ナタネ油、メチル化ダイズ油、高精製植物油など、ポリオール脂肪
酸エステル、ポリエトキシ化エステル、エトキシ化アルコール、アルキル多糖およびブレ
ンド、アミンエトキシレート、ソルビタン脂肪酸エステルエトキシレート、ポリエチレン
グリコールエステル、有機ケイ素系界面活性剤、エチレン酢酸ビニルターポリマー、エト
キシ化アルキルアリールリン酸エステルなどが挙げられる。これらのおよび他のアジュバ
ントは、Dept. of Plant, Soil and Agricultural Systems, Southern Illinois Univers
ity MC-4415, 1205 Lincoln Drive, Carbondale, IL 62901のBryan Youngにより編集され
た「Compendium of Herbicide Adjuvants、第９版」に記載されており、これはｈｔｔｐ
：／／ｗｗｗ．ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ－ａｄｊｕｖａｎｔｓ．ｃｏｍ／でインターネット上
での閲覧が利用可能である。
【０００７】
　用語「組み込みアジュバント」とは、製品の使用時に例えば噴霧液に添加されるのでは



(4) JP 5977345 B2 2016.8.24

10

20

30

40

50

なく、製品の製造段階で液体製剤または粒剤などの特定の製剤に添加される１種または複
数のアジュバントを指す。組み込みアジュバントの使用は、個別に測定および施用しなけ
ればならない成分の数を減らすことにより、最終消費者の農薬製品の使用を単純化する。
【０００８】
　イネは、世界の多くの地域で栽培されている重要な穀物作物であり、湿潤および乾燥条
件下の両方で栽培されている。高レベルの農業生産性を維持するために、イネに有害な雑
草の防除は非常に重要である。湛水水稲の雑草防除のための除草剤乳剤の使用は、多くの
イネ栽培地域で非常に一般的な農耕学的慣習である。現在の製品に対して改善した性能を
提供する新規な除草剤製品は、常に需要がある。
【０００９】
　シハロホップブチル（cyhalofop-butyl）、（２Ｒ）－２－［４－（４－シアノ－２－
フルオロフェノキシ）フェノキシ］プロパン酸（ＣＡＳ番号１２２００８－７８－０）は
、ｆｏｐ除草剤として当技術分野で知られている除草剤のアリールオキシフェノキシプロ
ピオン酸クラスの一員であり、イネのイネ科雑草を防除するために使用されている。シハ
ロホップブチルは、Ｃｌｉｎｃｈｅｒ（登録商標）除草剤（Ｄｏｗ　ＡｇｒｏＳｃｉｅｎ
ｃｅｓ　ＬＬＣの登録商標）として市販されており、粒剤（ＧＲ）、エマルション製剤（
ＥＷ）および乳剤（ＥＣ）製剤で販売されており、乾燥地および湛水田施用の両方で使用
すると、イネへの優れた選択性を示す。
【００１０】
　シハロホップブチルを含有する既存の市販のＥＣ製剤はまた、主に有効成分を溶解する
のに役立つ比較的大量の石油由来溶媒も含有する。溶媒は、現在市販されているシハロホ
ップブチルを含有するＥＣ製品中の全製剤の５０重量パーセント（重量％）超に寄与し得
る。これらの製品への石油由来溶媒の使用は、最小除草剤アジュバント効果によりシハロ
ホップブチル除草剤の生物学的性能を制限し得る。石油由来溶媒はまた、その引火性およ
び毒性のために安全性および取扱いの問題も提起し得る。
【００１１】
　本発明は、比較的安全な非石油由来組み込みアジュバントを使用することにより、イネ
科草本活性除草剤を含有するＥＣ除草剤製品に改善をもたらす。このようなＥＣ組成物は
、湛水水稲施用において雑草に対する改善した除草効果と施用者（applicator）および環
境に対する改善した安全性をもたらす。
【発明の概要】
【００１２】
　本発明は、
ａ）総組成物に対して１リットル当たり約２５グラム（ｇ／Ｌ）～約２２５ｇ／Ｌを構成
するアリールオキシフェノキシプロピオン酸除草剤と；
ｂ）総組成物に対して約６００ｇ／Ｌ～約９５０ｇ／Ｌを構成する非石油由来組み込みア
ジュバントと；
ｃ）総組成物に対して約１０ｇ／Ｌ～約１５０ｇ／Ｌを構成する界面活性剤と
を含み、除草剤と非石油由来組み込みアジュバントの重量比が約１：３～約１：３３であ
る、組み込みアジュバントを含有する除草剤乳剤に関する。
【００１３】
　本発明の別の態様は、望ましくない植生の発生前または発生後に、水中環境に除草剤乳
剤またはその希釈物を噴霧、潅注または添加するステップを含む、水中環境の望ましくな
い植生を防除する方法に関する。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　低水溶性の農業有効成分は、時に、有害生物を排除するために作物に有効に施用するこ
とが困難となることがある。この状況は、例えば、除草剤を含有するＥＣ製品を湛水水稲
の雑草を防除するために使用する場合など、有効成分を植物葉に直接施用しない場合に特
に課題となる。湛水水稲に施用される除草剤ＥＣ製品は、通常、水稲の水に直接添加され
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、施用中に植物葉とほとんど直接接触しない。シハロホップブチルは、ＥＣとして水に施
用する場合、除草剤の標的雑草への必要な送達および取り込みと許容可能なレベルの雑草
防除の発現をもたらすために担体と組み込みアジュバントの両方として働くことができる
有機溶媒を使用することを必要とする除草剤有効成分である。湛水水稲の雑草の防除用に
現在市販されているシハロホップブチルを含有する乳剤は、例えば、芳香族溶媒またはフ
タル酸ジトリデシルのような油などの石油由来組み込みアジュバントを含有する。
【００１５】
　ここで、驚くべきことに、アリールオキシフェノキシプロピオン酸除草剤と、非石油由
来組み込みアジュバント、例えば、植物由来メチル化種子油または植物油濃縮物と、界面
活性剤とを含有する乳剤が、例えば、１ヘクタール当たりの有効成分のグラム（ｇａｉ／
ｈａ）基準で、湛水水稲などの水中環境の改善した雑草防除を提供することが分かった。
改善した雑草防除は、除草剤有効成分と非石油由来組み込みアジュバントの重量比に依存
することが分かった。
【００１６】
　本発明の除草剤乳剤は、アリールオキシフェノキシプロピオン酸除草剤有効成分と、非
石油由来組み込みアジュバントと、界面活性剤とから構成される。
【００１７】
　本発明のアリールオキシフェノキシプロピオン酸除草剤有効成分には、それだけに限ら
ないが、シハロホップブチル、フェノキサプロップエチル（fenoxaprop-ethyl）、フルア
ジホップＰブチル（fluazifop-P-butyl）、ハロキシホップメチル（haloxyfop-methyl）
、ハロキシホップＲメチル（haloxyfop-R-methyl）、メタミホップ（metamifop）、プロ
パキザホップ（propaquizafop）、キザロホップＰエチル（quizalofop-P-ethyl）および
キザロホップＰテフリル（quizalofop-P-tefuryl）が含まれる。本発明の好ましいアリー
ルオキシフェノキシプロピオン酸除草剤有効成分には、シハロホップブチル、フェノキサ
プロップエチル、ハロキシホップメチル、ハロキシホップＲメチルおよびメタミホップが
含まれる。本発明のアリールオキシフェノキシプロピオン酸除草剤有効成分は、総組成物
に対して約２５ｇａｉ／Ｌ～約２２５ｇａｉ／Ｌ、好ましくは約２５ｇａｉ／Ｌ～約１５
０ｇａｉ／Ｌを構成する。
【００１８】
　本発明の非石油由来組み込みアジュバントは、水非混和性液体の形態であってもよく、
除草剤乳剤中で溶媒と組み込みアジュバントの両方として働くことができる。本発明に使
用することができる水非混和性液体は、一般的に、約１体積百分率未満の水への溶解度を
有し、これらには、それだけに限らないが、種子油、植物油、動物油およびこれらのエス
テルなどの、１種または複数の植物、藻類または動物由来油が含まれ得る。
【００１９】
　本発明の好ましい非石油由来組み込みアジュバントには、ダイズ油、ナタネ油、オリー
ブ油、ヒマシ油、ヒマワリ種子油、ヤシ油、トウモロコシ油、綿実油、亜麻仁油、パーム
油、ラッカセイ油、ベニバナ油、ゴマ油、キリ油などおよび上記植物由来油のＣ１～Ｃ１

０エステル、例えば、ダイズ油脂肪酸メチル、ステアリン酸２－エチルヘキシル、オレイ
ン酸ｎ－ブチル、ミリスチン酸イソプロピル、ジオレイン酸プロピレングリコールなどが
含まれる。本発明の非石油由来組み込みアジュバントは、総組成物に対して約６００ｇ／
Ｌ～約９５０ｇ／Ｌ、好ましくは約６００ｇ／Ｌ～約８５０ｇ／Ｌを構成する。
【００２０】
　水稲の雑草を防除するために使用する場合に、本発明の除草剤有効成分と非石油由来組
み込みアジュバントの重量比が組成物の除草効果に影響を及ぼすことが予想外に分かった
。除草剤有効成分と非石油由来組み込みアジュバントの重量比は、約１：３～約１：３３
、最も好ましくは約１：４～約１：３３の範囲で改善した除草効果をもたらす。
【００２１】
　本発明の界面活性剤は、陰イオン性、陽イオン性または非イオン性の特性であってよく
、乳化剤、湿潤剤、懸濁剤として、または他の目的のために使用することができる。製剤
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の分野で慣用的に使用されており、本製剤に使用することもできる界面活性剤は、特に、
「McCutcheon’s Detergents and Emulsifiers Annual」、MC Publishing Corp.、Ridgew
ood、New Jersey、1998および「Encyclopedia of Surfactants」、第I-III巻、Chemical 
publishing Co.、New York、1980-81に記載されている。典型的な表面活性剤には、硫酸
アルキルの塩、例えば、ラウリル硫酸ジエタノールアンモニウム；アルキルアリールスル
ホン酸塩、例えば、ドデシルベンゼンスルホン酸カルシウム；アルキルフェノール－アル
キレンオキシド付加物、例えば、ノニルフェノール－Ｃ１８エトキシレート；アルコール
－アルキレンオキシド付加生成物、例えば、トリデシルアルコール－Ｃ１６エトキシレー
ト；セッケン、例えば、ステアリン酸ナトリウム；アルキルナフタレン－スルホン酸塩、
例えば、ジブチルナフタレンスルホン酸ナトリウム；スルホコハク酸塩のジアルキルエス
テル、例えば、ジ（オクチル）スルホコハク酸ナトリウム；ソルビトールエステル、例え
ば、ソルビトールオレエート；第四級アミン、例えば、ラウリルトリメチルアンモニウム
クロリド；脂肪酸のポリエチレングリコールエステル、例えば、ポリエチレングリコール
ステアレート；エチレンオキシドおよびプロピレンオキシドのブロック共重合体；モノお
よびジアルキルリン酸エステルの塩；ならびにこれらの混合物が含まれる。本発明の界面
活性剤は、総組成物に対して約１０ｇ／Ｌ～約１５０ｇ／Ｌ、好ましくは約５０ｇ／Ｌ～
約１５０ｇ／Ｌを構成する。
【００２２】
　本発明の除草剤乳剤を調製するための典型的な手順では、水非混和性溶液は、それだけ
に限らないが、非石油由来組み込みアジュバント、乳化界面活性剤および油溶性アリール
オキシフェノキシプロピオン酸除草剤有効成分の１種または複数を含む油溶性成分を共に
混合して所望の濃度の成分を含有する乳剤を得ることにより調製する。
【００２３】
　本発明の除草剤乳剤の例は、
ａ）総組成物に対して約２５ｇａｉ／Ｌ～約２２５ｇａｉ／Ｌのシハロホップブチルを含
むアリールオキシフェノキシプロピオン酸除草剤有効成分と；
ｂ）総組成物に対して約６００ｇ／Ｌ～約９５０ｇ／Ｌのダイズ油脂肪酸メチルを含む非
石油由来組み込みアジュバントと；
ｃ）総組成物に対して約１０ｇ／Ｌ～約１５０ｇ／Ｌのポリグリコール２６－２を含む界
面活性剤と
を含み、シハロホップブチルとダイズ油脂肪酸メチルの重量比は約１：３～約１：３３で
ある。
【００２４】
　本発明の別の態様は、望ましくない植生を防除するために、水田もしくは畑、池、湖お
よび小川などの水中環境に、本発明の除草剤乳剤を施用することにより、望ましくない植
生を防除する方法に関する。施用は、例えば、乳剤を水中環境に潅注、噴霧または添加す
るなどの任意の通常の手段によることができる。この態様では、除草有効量の除草剤乳剤
を、望ましくない植生を適当に防除するために水の領域に事前希釈の有無にかかわらず施
用する。本発明の除草剤乳剤は、湛水田または畑のイネ科草本雑草を防除するのに特に有
用であり、石油由来アジュバントを含有し、湛水田または畑のイネ科草本雑草を防除する
ために使用されている現在の乳剤製品に対して改善した除草性能をもたらす。
【００２５】
　上に示す組成物に加えて、本発明はまた、本発明の除草剤乳剤に添加する１種または複
数の追加の殺有害生物剤有効成分、植物成長調節剤または解毒剤を含有する組成物を包含
する。これらの殺有害生物剤有効成分、植物成長調節剤および解毒剤には、除草剤、殺虫
剤、殺真菌剤、植物成長調節剤および除草剤解毒剤の１種または複数が含まれ得る。これ
らの追加の殺有害生物剤有効成分は、本発明の乳剤に可溶性、部分的可溶性または不溶性
であり得る。
【００２６】
　本発明の除草剤乳剤に添加することができる適当な除草剤は、クロジナホッププロパル
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ギル（clodinafop-propargyl）、クレトジム（clethodim）、シクロキシジム（cycloxydi
m）、ジクロホップメチル（diclofop-methyl）、フェノキサプロップエチル（fenoxaprop
-ethyl）＋イソキシジフェンエチル（isoxidifen-ethyl）、ピノキサデン（pinoxaden）
、プロホキシジム（profoxydim）、セトキシジム（sethoxydim）、テプラロキシジム（te
praloxydim）、トラルコキシジム（tralkoxydim）、２，４－Ｄエステルおよび塩、２，
４－ＭＣＰＡ、２，４－ＭＣＰＡエステルおよび塩、アセトクロル（acetochlor）、アシ
フルオルフェン（acifluorfen）、アラクロール（alachlor）、アミドスルフロン（amido
sulfuron）、アミノピラリド（aminopyralid）、アミノトリアゾール（aminotriazole）
、チオシアン酸アンモニウム、アニリホス（anilifos）、アジムスルフロン（azimsulfur
on）、ベンフレセート（benfuresate）、ベンスルフロンメチル（bensulfuron-methyl）
、ベンタゾン（bentazon）、ベンタゾンナトリウム（bentazone-sodium）、ベンチオカー
ブ（benthiocarb）、ベンゾビシクロン（benzobicyclon）、ベンゾフェナップ（benzofen
ap）、ビフェノックス（bifenox）、ビスピリバックナトリウム（bispyribac-sodium）、
ブロモブチド（bromobutide）、ブタクロール（butachlor）、カフェンストロール（cafe
nstrole）、カルフェントラゾンエチル（carfentrazone-ethyl）、クロリムロン（chlori
muron）、クロルプロファム（chlorpropham）、シノスルフロン（cinosulfuron）、クロ
マゾン（clomazone）、クロメプロップ（clomeprop）、クロピラリド（clopyralid）、ク
ロランスラムメチル（cloransulam-methyl）、シクロスルファムロン（cyclosulfamuron
）、クミルロン（cumyluron）、ダイムロン（daimuron）、ジクロスラム（diclosulam）
、ジフルフェニカン（diflufenican）、ジメピペレート（dimepiperate）、ジメタメトリ
ン（dimethametryn）、ジクワット（diquat）、ジチオピル（dithiopyr）、ＥＫ２６１２
、ＥＰＴＣ、エスプロカルブ（esprocarb）、ＥＴ－７５１、エトキシスルフロン（ethox
ysulfuron）、エトベンザニド（ethbenzanid）、フェノキサスルホン（fenoxasulfone）
、フェントラザミド（fentrazamide）、フラザスルフロン（flazasulfuron）、フロラス
ラム（florasulam）、フルアジホップ（fluazifop）、フルセトスルフロン（flucetosulf
uron）、フルフェナセット（flufenacet）、フルフェンピルエチル（flufenpyr-ethyl）
、フルメツラム（flumetsulam）、フルミオキサジン（flumioxazin）、フルピルスルフロ
ン（flupyrsulfuron）、フルロキシピル（fluroxypyr）、フルロキシピルエステルおよび
塩、ホメサフェン（fomesafen）、ホラムスルフロン（foramsulfuron）、グルホシネート
（glufosinate）、グルホシネートＰ（glufosinate-P）、グリホサート（glyphosate）、
ハロスルフロンメチル（halosulfuron-methyl）、イマザメタベンズ（imazamethabenz）
、イマザモックス（imazamox）、イマザピック（imazapic）、イマザピル（imazapyr）、
イマザキン（imazaquin）、イマゼタピル（imazethapyr）、イマゾスルフロン（imazosul
furon）、インダノファン（indanofan）、イオキシニル（ioxynil）、イプフェンカルバ
ゾン（ipfencarbazone）、ＭＣＰＢ、メフェナセット（mefenacet）、メソスルフロン（m
esosulfuron）、メソトリオン（mesotrione）、メタゾスルフロン（metazosulfuron）、
メトラクロール（metolachlor）、メトスラム（metosulam）、メツルフロン（metsulfuro
n）、モリネート（molinate）、モノスルフロン（monosulfuron）、ＭＳＭＡ、オルトス
ルファムロン（orthosulfamuron）、オリザリン（oryzalin）、オキサジアルギル（oxadi
argyl）、オキサジアゾン（oxadiazon）、オキサジクロメホン（oxazichlomefone）、オ
キシフルオルフェン（oxyfluorfen）、ペンジメタリン（pendimethalin）、ペノキススラ
ム（penoxsulam）、ペントキサゾン（pentoxazone）、ペトキサミド（pethoxamid）、ピ
クロラム（picloram）、ピペロホス（piperophos）、プレチラクロル（pretilachlor）、
プリミスルフロン（primisulfuron）、プロヘキサジオンカルシウム（prohexadione-calc
ium）、プロパクロル（propachlor）、プロパニル（propanil）、プロピソクロル（propi
sochlor）、プロピリスルフロン（propyrisulfuron）、プロスルフロン（prosulfuron）
、ピラブチカルブ（pyrabuticarb）、ピラクロニル（pyraclonil）、ピラゾギル（pyrazo
gyl）、ピラゾリネート（pyrazolynate）、ピラゾスルフロンエチル（pyrazosulfuron-et
hyl）、ピラゾキシフェン（pyrazoxyfen）、ピリベンゾキシム（pyribenzoxim）、ピリデ
ート（pyridate）、ピリフタリド（pyriftalid）、ピリミノバックメチル（pyriminobac-
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methyl）、ピリミスルファン（pyrimisulfan）、ピロキシスラム（pyroxsulam）、キノク
ラミン（quinoclamine）、キンクロラック（quinclorac）、Ｓ－３２５２、シマジン（si
mazine）、シメトリン（simetryne）、ｓ－メトラクロール（s-metolachlor）、スルコト
リオン（sulcotrione）、スルフェントラゾン（sulfentrazone）、スルホサート（sulfos
ate）、テフリルトリオン（tefuryltrione）、テニルクロール（thenylchlor）、チアゾ
ピル（thiazopyr）、チオベンカルブ（thiobencarb）、トリアファモン（triafamone）、
トリクロピル（triclopyr）エステルおよび塩、トリフルラリン（trifluralin）、トリネ
キサパックエチル（trinexapac-ethyl）、トリトスルフロン（tritosulfuron）ならびに
ＵＳ７３１４８４９Ｂ２およびＵＳ７３００９０７Ｂ２に開示されている以下の一般構造
の化合物およびこれらの誘導体から選択してもよい。
【００２７】
【化１】

（式中、Ａｒは多置換フェニル基であり、ＲはＨまたはハロであり、Ｘはハロである）。
本発明の除草剤乳剤に添加することができる特に適当な除草剤には、ペノキススラムおよ
びベンスルフロンメチルが含まれる。
【００２８】
　本発明の除草剤乳剤に添加することができる適当な殺虫剤は、アバメクチン（abamecti
n）、アセフェート（acephate）、アセタミプリド（acetamiprid）、アクリナトリン（ac
rinathrin）、α－シペルメトリン（alpha-cypermethrin）、α－エンドスルファン（alp
ha-endosulfan）、アザジラクチン（azadirachtin）、アジンホスエチル（azinphos-ethy
l）、アジンホスメチル（azinphos-methyl）、ベンジオカルブ（bendiocarb）、ベンフラ
カルブ（benfuracarb）、ベンスルタップ（bensultap）、β－シフルトリン（beta-cyflu
thrin）、β－シペルメトリン（beta-cypermethrin）、ビフェントリン（bifenthrin）、
ブフェンカルブ（bufencarb）、ブプロフェジン（buprofezin）、ブタカルブ（butacarb
）、カズサホス（cadusafos）、カルバリル（carbaryl）、カルボフラン（carbofuran）
、カルボスルファン（carbosulfan）、カルタップ（cartap）、カルタップ塩酸塩（carta
p hydrochloride）、クロラントラニリプロール（chlorantraniliprole）、クロルフェナ
ピル（chlorfenapyr）、クロルフェンビンホス（chlorfenvinphos）、クロルフルアズロ
ン（chlorfluazuron）、クロルメホス（chlormephos）、クロルピリホス（chlorpyrifos
）、クロルピリホスメチル（chlorpyrifos-methyl）、クロマフェノジド（chromafenozid
e）、クロチアニジン（clothianidin）、シアントラニリプロール（cyantraniliprole）
、シフルトリン（cyfluthrin）、シハロトリン（cyhalothrin）、シペルメトリン（cyper
methrin）、デルタメトリン（deltamethrin）、ダイアジノン（diazinon）、ジクロトホ
ス（dicrotophos）、ジフルベンズロン（diflubenzuron）、ジメトエート（dimethoate）
ジノテフラン（dinotefuran）、ジスルホトン（disulfoton）、エマメクチン（emamectin
）、エマメクチン安息香酸塩（emamectin benzoate）、エンドスルファン（endosulfan）
、エンドチオン（endothion）、エンドリン（endrin）、ＥＰＮ、エスフェンバレレート
（esfenvalerate）、エタホス（etaphos）、エチオフェンカルブ（ethiofencarb）、エチ
オン（ethion）、エチプロール（ethiprole）、エトアートメチル（ethoate-methyl）、
エトフェンプロックス（etofenprox）、フェナミホス（fenamiphos）、フェナザフロル（
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fenazaflor）、フェネタカルブ（fenethacarb）、フェニトロチオン（fenitrothion）、
フェノブカルブ（fenobucarb）、フェンプロパトリン（fenpropathrin）、フェンスルホ
チオン（fensulfothion）、フェンチオン（fenthion）、フェンチオンエチル（fenthion-
ethyl）、フェンバレレート（fenvalerate）、フィプロニル（fipronil）、フロニカミド
（flonicamid）、フルベンジアミド（flubendiamide）、フルシトリネート（flucythrina
te）、ホノホス（fonofos）、フフェノジド（fufenozide）、フラチオカルブ（furathioc
arb）、γ－シハロトリン（gamma-cyhalothrin）、γ－ＨＣＨ、ハルフェンプロックス（
halfenprox）、ハロフェノジド（halofenozide）、ヘプテノホス（heptenophos）、ヒキ
ンカルブ（hyquincarb）、イミダクロプリド（imidacloprid）、インドキサカルブ（indo
xacarb）、イサゾホス（isazofos）、イソベンザン（isobenzan）、イソカルボホス（iso
carbophos）、イソフェンホス（isofenphos）、イソフェンホスメチル（isofenphos-meth
yl）、イソプロカルブ（isoprocarb）、イソチオエート（isothioate）、イソキサチオン
（isoxathion）、キノプレン（kinoprene）、λ－シハロトリン（lambda-cyhalothrin）
、レピメクチン（lepimectin）、ルフェヌロン（lufenuron）、マラチオン（malathion）
、メタミドホス（methamidophos）、メソミル（methomyl）、メトキシフェノジド（metho
xyfenozide）、メビンホス（mevinphos）、メキサカルベート（mexacarbate）、ミルベメ
クチン（milbemectin）、モノクロトホス（monocrotophos）、ニテンピラム（nitenpyram
）、ノバルロン（novaluron）、オメトエート（omethoate）、オキサミル（oxamyl）、オ
キシデメトンメチル（oxydemeton-methyl）、オキシデプロホス（oxydeprofos）、オキシ
ジスルホトン（oxydisulfoton）、パラチオン（parathion）、パラチオンメチル（parath
ion-methyl）、ペンフルロン（penfluron）、ペルメトリン（permethrin）、フェントエ
ート（phenthoate）、ホレート（phorate）、ホサロン（phosalone）、ホスホラン（phos
folan）、ホスメット（phosmet）、ホスファミドン（phosphamidon）、ピリメタホス（pi
rimetaphos）、ピリミカルブ（pirimicarb）、ピリミホスエチル（pirimiphos-ethyl）、
ピリミホスメチル（pirimiphos-methyl）、プリミドホス（primidophos）、プロフェノホ
ス（profenofos）、プロフルトリン（profluthrin）、プロメカルブ（promecarb）、プロ
パホス（propaphos）、プロポクスル（propoxur）、プロチオホス（prothiofos）、ピメ
トロジン（pymetrozine）、ピラフルプロール（pyrafluprole）、ピリダリル（pyridalyl
）、ピリフルキナゾン（pyrifluquinazon）、ピリプロール（pyriprole）、ピリプロキシ
フェン（pyriproxyfen）、スピネトラム（spinetoram）、スピノサド（spinosad）、スピ
ロテトラマト（spirotetramat）、スルホクサフロール（sulfoxaflor）、スルプロホス（
sulprofos）、τ－フルバリネート（tau-fluvalinate）、テブフェノジド（tebufenozide
）、テブフェンピラド（tebufenpyrad）、テフルベンズロン（teflubenzuron）、テフル
トリン（tefluthrin）、テトラメチルフルトリン（tetramethylfluthrin）、θ－シペル
メトリン（theta-cypermethrin）、チアクロプリド（thiacloprid）、チアメトキサム（t
hiamethoxam）、チクロホス（thicrofos）、チオシクラム（thiocyclam）、チオシクラム
シュウ酸塩（thiocyclam oxalate）、チオジカルブ（thiodicarb）、チオメトン（thiome
ton）、チオスルタップ（thiosultap）、チオスルタップ二ナトリウム（thiosultap-diso
dium）、チオスルタップ一ナトリウム（thiosultap-monosodium）、チューリンギエンシ
ン（thuringiensin）、トルフェンピラド（tolfenpyrad）、トリアゾホス（triazophos）
、トリフルムロン（triflumuron）およびζ－シペルメトリン（zeta-cypermethrin）から
選択してもよい。
【００２９】
　本発明の除草剤乳剤に添加することができる適当な殺真菌剤は、トリシクラゾール（tr
icyclazole）、フタリド（phthalide）、カルプロパミド（carpropamide）、ピロキロン
（pyroquilon）、ジクロシメット（diclocymet）、フェノキサニル（fenoxanil）、プロ
ベナゾール（probenazole）、イソプロチオラン（isoprothiolane）、イプロベンホス（i
probenfos）、イソチアニル（isotianil）、チアジニル（tiadinil）、カスガマイシン（
kasugamycin）、フルトラニル（flutolanil）、メプロニル（mepronil）、ペンシクロン
（pencycuron）、ポリオキシン（polyoxins）、バリダマイシン（validamycin）、トクロ
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ホスメチル（toclophos-methyl）、ボスカリド（boscalid）、ペンチオピラド（penthiop
yrad）、チフルザミド（thifluzamide）、ビキサフェン（bixafen）、フルオピラム（flu
opyram）、イソピラザム（isopyrazam）、プロピコナゾール（propiconazole）、ジフェ
ノコナゾール（difenoconazole）、フェンブコナゾール（fenbuconazole）、イプコナゾ
ール（ipconazole）、トリアジメホン（triadimefon）、ヘキサコナゾール（hexaconazol
e）、アゾキシストロビン（azoxystrobin）、メタミノストロビン（metaminostrobin）、
オリサストロビン（orysastrobin）、トリフロキシストロビン（trifloxystrobin）およ
びアシベンゾラルＳメチル（acibenzolar-S-methyl）から選択してもよい。真菌病伝播お
よび成長周期が標的となる雑草成長周期に一致しないことがあるため、これらの殺真菌剤
のいくつかは、除草剤施用のタイミングで施用すると病気の防除に有効とならないことが
ある。これらの殺真菌剤の有効な使用および施用タイミングは、当業者により容易に決定
され得る。
【００３０】
　本発明の除草剤乳剤に添加することができる適当な除草剤解毒剤は、ベノキサコル（be
noxacor）、ベンチオカルブ（benthiocarb）、クロキントセットメキシル（cloquintocet
-mexyl）、ダイムロン（daimuron）、ジクロルミド（dichlormid）、ジシクロノン（dicy
clonon）、ジメピペレート（dimepiperate）、フェンクロラゾールエチル（fenchlorazol
e-ethyl）、フェンクロリム（fenclorim）、フルラゾール（flurazole）、フルキソフェ
ニム（fluxofenim）、フリラゾール（furilazole）、ハルピンタンパク質（Harpin prote
in）、イソキサジフェンエチル（isoxadifen-ethyl）、メフェンピルジエチル（mefenpyr
-diethyl）、メフェナート（mephenate）、ＭＧ１９１、ＭＯＮ４６６０、ナフタル酸無
水物（ＮＡ）、オキサベトリニル（oxabetrinil）、Ｒ２９１４８およびＮ－フェニル－
スルホニル安息香酸アミドから選択してもよい。
【００３１】
　本発明の除草剤乳剤に添加することができる適当な植物成長調節剤は、２，４－Ｄ、２
，４－ＤＢ、ＩＡＡ、ＩＢＡ、ナフタレンアセトアミド、α－ナフタレン酢酸、キネチン
、ゼアチン、エテホン、アビグリシン、１－メチルシクロプロペン（１－ＭＣＰ）、エテ
ホン、ジベレリン、ジベレリン酸、アブシジン酸、アンシミドール（ancymidol）、フル
ルプリミドール（flurprimidol）、メフルイジド（mefluidide）、パクロブトラゾール（
paclobutrazol）、テトシクラシス（tetcyclacis）、ウニコナゾール（uniconazole）、
ブラシノリド（brassinolide）、ブラシノリドエチル（brassinolide-ethyl）およびエチ
レンから選択してもよい。
【００３２】
　上に示す組成物および使用に加えて、本発明はまた、１種または複数の追加の適合性成
分と組み合わせた組成物および除草剤乳剤の使用を包含する。これらの追加の適合性成分
には、例えば、１種または複数の農薬有効成分、界面活性剤、染料、肥料および微量栄養
素、成長調節剤およびフェロモン、ならびに例えば、安定剤、芳香剤、消泡剤および分散
剤などの機能的有用性を提供する任意の他の追加の成分が含まれ得る。
【００３３】
　潅注、滴下、容器振盪および直接噴射施用に加えて、本発明の除草剤乳剤を、任意選択
により水担体を含有する噴霧タンクに希釈し、結果として生じる水性混合物を、雑草を防
除するための噴霧施用に使用することができる。
【００３４】
　本発明の組成物を追加の有効成分と組み合わせて使用する場合、本発明において特許請
求されている組成物をプレミックス製剤（premix concentrate）として追加の有効成分（
複数可）と共に製剤化することができ、これらを噴霧または潅注施用のために追加の有効
成分（複数可）とタンク混合することができ、あるいはこれらを別々の噴霧または潅注施
用で追加の有効成分（複数可）と共に連続的に施用することができる。
【００３５】
　以下の実施例は本発明の種々の態様を説明するために示されるものであり、特許請求の
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範囲を限定するものと解釈されるべきではない。
【実施例１】
【００３６】
本発明の乳剤の調製
　溶融シハロホップブチルをダイズ油脂肪酸メチルアジュバント（Ａｇｎｉｑｕｅ（登録
商標）ＭＥ　１８Ｓ－Ｕ；Ｃｏｇｎｉｓの登録商標）および乳化剤と混合して表１に示す
組成物を得ることにより、本発明の乳剤を調製する。
【００３７】
【表１】

【実施例２】
【００３８】
模擬水田での雑草防除のための本発明の乳剤の使用
　模擬水田調製：無機質土壌２ｋｇおよび蒸留水５００ｍｌを容器（４．１６３Ｌ（１．
１ガロン）、１５ｃｍ　ｈｔ×２０．５５ｃｍ直径、ＨＤＰＥ丸形容器；処理目的で、表
面積を、１ヘクタールが１０８ｃｍ２に相当するとして３３１ｃｍ２として計算する）に
添加し、スパーテルで約５分間徹底的に混合して、滑らかな泥混合物を作った。泥を混合
したら、容器の中央を横切って３ｃｍの畝間を作り、そこに１８ｇ（０．６ｏｚ．）Ｏｓ
ｍｏｃｏｔｅ（登録商標）（Ｔｈｅ　Ｓｃｏｔｔｓ　Ｃｏｍｐａｎｙ　ＬＣＣまたはその
関連会社の登録商標；１７：６：１０　Ｎ：Ｐ：Ｋ）を添加する。次いで、Ｏｓｍｏｃｏ
ｔｅ（登録商標）が土壌表面より下になるよう維持しながら、畝間を塞ぐ。
【００３９】
植物の繁殖
　雑草植物－チャイニーズスプラングルトップ、レプトクロアキネンシス（Leptochloa c
hinensis）（ＬＥＦＣＨ）：小さい容器中で、無機質土壌８０グラムを蒸留水４０ミリリ
ットル（ｍＬ）と混合して、粘着性スラリーを作る。レプトクロア（Leptochloa）種子１
／４ｔｓｐ（２～４０００個）をスラリーに添加し、徹底的に混合して種子を均等に分布
させる。このスラリー約３グラムを各容器の片側に調製した泥の頂上に配置し、容器を横
切って１～２ｃｍのバンドに薄く伸ばす。これは、１鉢当たり２５～５０植物を産する。
透明な収縮包装フィルムを使用して、テラリウムとしての役割を果たす容器を覆う。レプ
トクロア（Leptochloa）種子が発芽するまで、約５日間、マスキングテープにより包装フ
ィルムを固定する。被覆した鉢を温室中１８～２２℃の定温および５０～６０％相対湿度
に維持する。自然光に５００のマイクロアインシュタイン（μＥｍ）－２ｓ－１光合成有
効放射（ＰＡＲ）の平均照度の１０００ワット金属ハロゲン化物頭上ランプで補った。日
長は１６時間とした。
【００４０】
　雑草植物－イヌビエ、エキノクロア・クルスガリ（Echinochloa crus-galli）（ＥＣＨ
ＣＧ）：スプラングルトップ種子が発芽したら、スプラングルトップに沿って泥に浅いく
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ぼみを作る。イヌビエ種子をこの溝に沿って撒き散らし、次いで、白い砂で覆う。これは
、１鉢当たり約２０～３０植物を産する。この段階で、蒸留水を植物材料の上にかけ、非
常に湿性に維持する。チャイニーズスプラングルトップについて記載したのと同じ照明パ
ラメータで温度を２６～２８℃に維持したより温かい温室に鉢を移動させる。
【００４１】
　作物植物－水稲、イネ（Oryza sativa）亜種ジャポニカ種Ｍ２０２（ＯＲＹＳＪ）：イ
ヌビエを植えるのと同じ日に、イネも同じ方法論に従って鉢の泥に直接播種する。チャイ
ニーズスプラングルトップおよびイヌビエに沿って泥に浅いくぼみを作り、種子をこの溝
に沿って撒き散らし、次いで、白い砂で覆う。これも１鉢当たり約５～８植物を産するは
ずである。
【００４２】
　植物を約８日間６～８ｃｍの高さに達するまで成長させる。
【００４３】
除草剤評価のための湛水処理および水田施用法
　植物が適当なサイズ（種々の種の成長段階は２～４葉期に及んだ）に達したら、各植物
の１～２ｃｍを表面より上にして容器を蒸留水で３ｃｍの深さまで浸水する。表面積に調
節した率で、液体製剤として除草剤処理剤を水田水に直接施用する。処理を２～３回反復
する。時折、未処理防除植物と比較して０～１００％のスケールで視覚的傷害の割合およ
び雑草防除評価を行った（０は傷害無しまたは対照に相当し、１００は植物の完全な枯死
に相当する）。
【００４４】

【表２】
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